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特定健康診査等の実施方法 

１．実施場所 

  特定健診は、健診機関に委託し、巡回、又は健診機関等により行う。 

  特定保健指導については、保健指導を行える機関に委託し、実施する。 

 

２．実施項目 

  実施項目は、厚生労働省健康局、公表の「標準的な健診・保健指導プログラム」第２編第２章に記載され 

ている健診項目とする。 

 

３．実施時期 

  実施時期は、通年とする。 

 

４．委託の有無 

（1） 特定健診 

    被保険者は、事業者が行う定期健康診断時に実施する。 

被扶養者は、健診機関に委託し、巡回等により行う。 

 

（2） 特定保健指導 

    厚生労働省健康局、公表の「標準的な健診・保健指導プログラム」第３編第６章の考え方に基づき 

アウトソーシングする。合わせて、当健康保険組合、保健師による保健指導体制を構築する。 

 

５．受診方法 

  原則、委託健診機関の巡回車等により、健診を受診。 

委託健診機関でも受診が可能になるよう措置する。 

当該被保険者・被扶養者の、特定健診の窓口負担は無料とする。 

ただし、規定の実施項目以外を受診した場合はその費用は個人負担とする。 

特定保健指導は、アウトソーシング先と相談し、順次決定する。 

 

６．周知・案内方法 

  周知は、各事業所にポスターの掲示や、文書で通知するとともに、当健保組合機関誌等やホームページに 

掲載する。 

 

７．健診データの受領方法 

  健診のデータは、契約健診機関から電子データを随時（又は月単位）受領し、当健保組合で保管する。 

また、特定保健指導の外部委託先機関実施分についても同様に電子データで受領するものとする。 

なお、保管年数は５年とする。 

 

８．特定保健指導対象者の選出の方法 

  健診のデータを受領しだい順次（又は月単位）階層化し、対象者が全国各地で保健指導が受けられるよう

措置する。 
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